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当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 単位型投信／内外／資産複合／特殊型（条件付運用型）
信託期間 2019年９月27日から2029年10月10日までです。
運用方針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長を図ることを目的として、運用を行いま

す。
主要投資対象 ゴールドマン・サックス・ファイナンシャル・プロダクツ2018が発行する円建債券を

主要投資対象とします。

運用方法

ゴールドマン・サックスが発行する円建債券＊１（以下、ゴールドマン・サックス社
債）に高位に投資＊２し、設定日から約10年後の満期償還時の当ファンドの償還価額＊３

について、元本確保をめざします＊４。
＊１　ゴールドマン・サックス・ファイナンシャル・プロダクツ2018が発行し、

ザ・ゴールドマン・サックス・グループ・インクによる保証が付されます。
＊２　満期まで保有することを前提とし、原則として銘柄入替は行いません。
＊３　ファンドは、信託期間約10年の単位型投資信託です。
＊４　投資する債券の発行体等が債務不履行となった場合等には、元本確保できない

場合があります。信託期間中にファンドを解約した場合やファンドが繰上償還
された場合等には、解約価額や償還価額が元本を下回る場合があります。

国際分散投資戦略指数Ⅱの収益率により決定されるゴールドマン・サックス社債の利金
を獲得することをめざします。

・国際分散投資戦略指数Ⅱは、アセットマネジメントOne株式会社とアセットマネ
ジメントOne Ｕ.Ｓ.Ａ.・インクが共同開発した独自の計量モデルに基づき算出さ
れます。

・国際分散投資戦略指数Ⅱは、株価指数先物（日本、米国、欧州、英国、カナダ、豪
州、スイス、スウェーデン、香港等）、債券先物（日本、米国、ドイツ、英国、カ
ナダ、豪州等）で構成されます。

・国際分散投資戦略指数Ⅱは目標リスク水準を年率３％程度とします。
・ゴールドマン・サックス社債の利金は固定クーポンに実績連動クーポンを加えて算

出されます。
・固定クーポンは、毎期一定水準支払われます。
・実績連動クーポンは、運用開始基準日以来＊５の国際分散投資戦略指数Ⅱの１年当

たりの収益率（累積収益率を経過年数で割った率）にほぼ連動する水準＊６に決定
します。

＊５　運用開始基準日は2019年９月30日です。
＊６　連動する水準は100％をめざしますが、ファンド設定時の市場環境等によって

は100％を下回る場合があります。

組入制限

株式への投資割合には、制限を設けません。
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。
投資信託証券（上場投資信託証券を除きます。）への投資割合は、信託財産の純資産総
額の５％以下とします。
デリバティブ取引の利用はヘッジ目的に限定しません。
一般社団法人投資信託協会規則に定める一の者に対する株式等エクスポージャー、債券
等エクスポージャーおよびデリバティブ等エクスポージャーの信託財産の純資産総額に
対する比率は、原則としてそれぞれ10％、合計で20％以内とすることとし、当該比率
を超えることとなった場合には、委託者は、一般社団法人投資信託協会規則にしたがい
当該比率以内となるよう調整を行うこととします。ただし、ゴールドマン・サックス・
ファイナンシャル・プロダクツ2018が発行する円建債券の投資割合には、制限を設け
ません。

分配方針
決算日（原則として10月10日。休業日の場合は翌営業日。）に、元本超過額または経
費控除後の配当等収益のいずれか多い額の中から、基準価額水準、市況動向等を勘案し
て、分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合は分配を行わない場合が
あります。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

愛称：プライムＯｎｅ2019－09

受益者の皆さまへ

　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

　さて、「ゴールドマン・サックス社債／
国際分散投資戦略ファンド2019－09」
は、2022年10月11日に第３期の決算
を行いました。ここに、運用経過等をご
報告申し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

ゴールドマン・サックス社債／
国際分散投資戦略ファンド2019－09

運 用 報 告 書（全体版）
第３期<決算日2022年10月11日>
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■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 受 益 者

利 回 り
債券組入
比 率

債券先物
比 率

元 本
残 存 率(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 額

期 中
騰 落 率

（設　定　日） 円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％
2019年９月27日 10,000 － － － － － － 100.0

１期（2020年10月12日） 9,700 0 △300 △3.0 △2.9 99.7 － 92.3
２期（2021年10月11日） 9,750 0 50 0.5 △1.2 99.6 － 81.8
３期（2022年10月11日） 9,055 0 △695 △7.1 △3.1 99.6 － 73.9
（注１）設定日の基準価額は、設定当初の金額を表示しております。
（注２）受益者利回りは基準価額の設定当初元本に対する年換算利回りです。
（注３）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注４）当ファンドのコンセプトに適した指数が存在しないため、ベンチマークは定めておりません。
（注５）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

■当期中の基準価額の推移

年 月 日 基 準 価 額 債 券 組 入
比 率

債 券 先 物
比 率騰 落 率

（期　首） 円 ％ ％ ％
2021年10月11日 9,750 － 99.6 －

10月末 9,803 0.5 99.6 －
11月末 9,645 △1.1 99.4 －
12月末 9,773 0.2 99.6 －

2022年１月末 9,554 △2.0 99.6 －
２月末 9,377 △3.8 99.6 －
３月末 9,371 △3.9 99.4 －
４月末 9,141 △6.2 99.8 －
５月末 9,244 △5.2 99.9 －
６月末 9,135 △6.3 99.9 －
７月末 9,227 △5.4 99.9 －
８月末 9,292 △4.7 99.9 －
９月末 8,922 △8.5 99.6 －

（期　末）
2022年10月11日 9,055 △7.1 99.6 －

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2021年10月12日から2022年10月11日まで）

基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。お客さまの損益の状況を示すものではありません。なお、当ファンドは単位型投信であり、実際には分配金は再投資されませんの
でご留意ください。

（注２）分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。
（注３）当ファンドはベンチマークを定めておりません。

基準価額の主な変動要因
　国内外の株式・債券に幅広く投資する国際分散投資戦略指数Ⅱが下落したことや、国内の金利が上昇
したことなどから、投資対象であるゴールドマン・サックスが発行する円建債券（以下、ゴールドマ
ン・サックス社債）の価格は期初と比較して下落し、基準価額は下落しました。
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基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）純資産総額（右軸）

第 ３ 期 首 ： 9,750円
第 ３ 期 末 ： 9,055円
（既払分配金0円）
騰 落 率 ： △7.1％
（分配金再投資ベース）
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投資環境
　株式市場は、2021年内は堅調でしたが、2022年に入ってからは、米金融政策の引き締め加速への警
戒感やロシアのウクライナ侵攻を巡る不透明感などを受けて下落に転じました。その後は、世界的にイ
ンフレ率が上昇する中、各国で相次いで大幅利上げが決定され、米ＦＲＢ（連邦準備理事会）が引き続
きインフレ抑制を重視する姿勢を示したことなどから、債券市場で利回りが大幅に上昇（価格は下落）
し、株式市場は一段と下落する展開となりました。

ポートフォリオについて
　ゴールドマン・サックス社債に高位に投資をしました。当ファンドが主として投資するゴールドマ
ン・サックス社債のクーポンは、国際分散投資戦略指数Ⅱの騰落率（リターン）に連動して決まります。
当指数は、運用開始基準日から実績連動クーポン決定日（2022年９月14日）までの期間に約9.70％下
落しました。

＜国際分散投資戦略指数Ⅱの推移（2019年９月30日～2022年10月７日）＞

（注１）運用開始基準日は2019年９月30日です。運用開始基準日を100として計算しています。
（注２）上記グラフは、ゴールドマン・サックス証券株式会社から提供を受けたデータを基に作成しています。
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○国際分散投資戦略指数Ⅱの資産配分（2022年10月７日）

資産クラス 国・地域 対象資産 資産構成比率

株式

国内株式 日本 TOPIX先物 1.0％

先進国株式

米国 S&P 500種指数先物（E-mini） 0.9％
欧州 ユーロ・ストックス50指数先物 0.9％
英国 FTSE100指数先物 1.1％
カナダ S&P トロント60指数先物 0.9％
豪州 S&P/ASX200指数先物 1.0％
スイス スイス SMI指数先物 1.0％
スウェーデン OMX ストックホルム30指数先物 0.8％
香港 香港ハンセン指数先物 0.2％

債券

国内債券 日本 日本10年国債先物 4.3％

先進国債券

米国 米国10年国債先物 1.7％
ドイツ ドイツ10年国債先物 1.7％
英国 英国10年国債先物 1.9％
カナダ カナダ10年国債先物 1.1％
豪州 豪州10年国債先物 5.3％

合計 23.8％
（注１）上記は、ゴールドマン・サックス証券株式会社から提供を受けたデータを基に作成しています。
（注２）上記は、当ファンドの資産配分ではありません。
（注３）実質的な資産構成比率は100％を超える場合があります。
（注４）上記は過去の情報であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

○円建て債券の状況（2022年10月７日）
債券価格（円） 90.36
金利感応度※（円） 0.057
残存期間（年） 6.98
信用格付け A

※金利感応度とは、0.01％の金利変動に対する債券価格の変動性を意
味するものです。

（注１）金利感応度はゴールドマン・サックス証券株式会社から提供
を受けたデータです。左記金利感応度には、国際分散投資戦
略指数Ⅱの金利感応度は含んでおりません。

（注２）信用格付けは、円建債券の保証体であるザ・ゴールドマン・
サックス・グループ・インクの発行体格付けを示しています。
円建債券の債券格付け、または円建債券の発行体であるゴー
ルドマン・サックス・ファイナンシャル・プロダクツ2018
の発行体格付けではありません。格付投資情報センター
（Ｒ＆Ｉ）の情報を基に作成しています。

（注３）左記は過去の情報であり、将来の運用成果等を示唆・保証す
るものではありません。
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分配金
　当期の収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、無分配とさせていただきました。なお、収益
分配金に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

今後の運用方針
　引き続き、ゴールドマン・サックス社債に高位に投資し、満期償還時の当ファンドの償還価額につい
て元本確保をめざしつつ、ゴールドマン・サックス社債の利金収入から諸コスト等を差し引いた分配原
資のなかから、年１回の決算時に分配を行うことを目指します。
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■１万口当たりの費用明細

項目

第３期

項目の概要（2021年10月12日
～2022年10月11日）

金額 比率
(ａ) 信託報酬（基本報酬） 31円 0.328％ (ａ) 信託報酬＝期中の信託財産の元本×信託報酬率

期中の信託財産の元本は10,000円です。
（投信会社） ( 9) (0.094) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価

額の算出等の対価
（販売会社） (19) (0.199) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、

口座内でのファンドの管理等の対価
（受託会社） ( 3) (0.035) 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行

等の対価
(ｂ) その他費用 0 0.004 (ｂ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（監査費用） ( 0) (0.004) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用
合計 31 0.332

（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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（参考情報）
◆総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当た
り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は0.33％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

総経費率
0.33％

運用管理費用
（投信会社）
0.09％

運用管理費用
（販売会社）
0.20％

運用管理費用
（受託会社）
0.04％

その他費用
0.00％

CC_22928905_03_ostOne_GS社債／国際分散投資戦略F201909_運用経過.indd   7 2022/11/30   9:41:33



8－　　－

■売買及び取引の状況（2021年10月12日から2022年10月11日まで）
　公社債

買 付 額 売 付 額
千円 千円

国 内 社 債 券 － 1,206,868
(－)

（注１）金額は受渡代金です（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）社債券には新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。

■利害関係人との取引状況等（2021年10月12日から2022年10月11日まで）
　期中の利害関係人との取引等はありません。
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

■組入資産の明細
公社債
(A) 債券種類別開示
　国内（邦貨建）公社債

区 分
当 期 末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
普 通 社 債 券 12,077,400 10,913,138 99.6 99.6 99.6 － －

合 計 12,077,400 10,913,138 99.6 99.6 99.6 － －
（注１）組入比率は、期末の純資産総額に対する評価額の比率であり、小数点第２位を四捨五入しています。
（注２）無格付銘柄については、ＢＢ格以下に含めて表示しています。

(B) 個別銘柄開示
　国内（邦貨建）公社債銘柄別

銘 柄 当 期 末
利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

（普通社債券） ％ 千円 千円
10y Notes on GS i-SelectIV Volatility Target S95 10/03/2029 0.0000 12,077,400 10,913,138 2029/10/03

合 計 － 12,077,400 10,913,138 －
（注）固定クーポンおよび実績連動クーポンが支払われます。
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■投資信託財産の構成� 2022年10月11日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 10,913,138 99.3
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 74,681 0.7
投 資 信 託 財 産 総 額 10,987,820 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2022年10月11日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 10,987,820,343円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 74,681,703
公 社 債(評価額) 10,913,138,640

(Ｂ) 負 債 33,312,661
未 払 解 約 金 14,361,529
未 払 信 託 報 酬 18,709,660
そ の 他 未 払 費 用 241,472

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 10,954,507,682
元 本 12,097,936,241
次 期 繰 越 損 益 金 △1,143,428,559

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 12,097,936,241口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,055円

（注）設定年月日 2019年９月27日
設定元本額 16,370,639,333円
期首元本額 13,396,686,697円
期末元本残存率 73.9％

■損益の状況
当期　自2021年10月12日　至2022年10月11日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 42,572,626円

受 取 利 息 38,612,244
そ の 他 収 益 金 3,968,161
支 払 利 息 △7,779

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △68,931,710
売 買 損 △68,931,710

(Ｃ) 有 価 証 券 評 価 差 損 益 △817,078,160
(Ｄ) 信 託 報 酬 等 △39,411,557
(Ｅ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △882,848,801
(Ｆ) 前 期 繰 越 損 益 金 △334,521,192
(Ｇ) 解 約 差 損 益 金 73,941,434
(Ｈ) 合 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) △1,143,428,559

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) △1,143,428,559
（注１）(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。
（注２）(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。
（注３）分配金の計算過程

項 目 当 期
(ａ) 元 本 超 過 額 △1,143,428,559円
(ｂ) 差 引 配 当 等 収 益 額 3,161,069
(ｃ) 受 益 権 総 口 数 12,097,936,241口
(ｄ) 平 均 受 益 権 総 口 数 12,108,518,159
(ｅ) 分 配 可 能 額 3,158,306円
(ｆ) 分 配 金 対 象 収 益 3,158,306
(ｇ) １万口当たり分配金対象収益 2.61
(ｈ) 分 配 金 0
(ｉ) 分 配 金 単 価 0
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■分配金のお知らせ
　当期の収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、無分配とさせていただきました。

ゴールドマン・サックス社債／国際分散投資戦略ファンド２０１９－０９（以下「当ファンド」）は、アセットマネジメント
One株式会社（以下「アセットマネジメントOne」）が設定・運用を行います。「ゴールドマン・サックス」は、Goldman 
Sachs & Co. LLC.（以下「使用許諾者」）の日本およびその他の国において登録された商標です。アセットマネジメントOne
およびその関連会社は、使用許諾者またはその関連会社・関係会社（以下「ゴールドマン・サックス」と総称）との間に資本関
係はありません。ゴールドマン・サックスは、当ファンドの設定または販売に何らの責任も有しておらず、当ファンドの設定ま
たは販売にこれまで関与したこともありません。ゴールドマン・サックスは、当ファンドの受益者または公衆に対し、有価証券
一般もしくは当ファンドへの投資の適否、当ファンドが一般市場もしくは指数実績を追跡する能力の有無もしくは投資リターン
を提供する能力の有無に関して、明示的か黙示的かを問わず、いかなる表明または保証も行っておりません。使用許諾者とア
セットマネジメントOneの関係は、当ファンドに関する使用許諾者の商標の使用許諾に限られます。指数計算機関（Solactive
社）または参照戦略スポンサー（ゴールドマン・サックス・インターナショナル）およびそれらの関連会社は、国際分散投資戦
略指数Ⅱに関する品質、正確性および／または完全性について、何ら保証するものではありません。また、内容を制限すること
なく、いかなる場合においても、直接的、間接的、特別、懲罰的、派生的またはその他の損害（逸失利益を含みます。）につい
て、契約、不法行為その他のいずれによるかを問わず、いかなる者に対しても何ら責任を負いません。

ザ・ゴールドマン・サックス・グループ・インクの詳細につきましては、以下をご覧ください。
https://www.goldmansachs.com/investor-relations/index.html
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